
 別紙１  

 

８ 今の仕事をしている中で、将来不安に思うことはありますか。ある場合は理由を

記載してください。 

 人数 割合 

ある 245 49.4% 

ない 251 50.6% 

合計 496 100% 

 

【理由】※個人が特定されうる表現等は修正しています 

・仕事が少なくなっている 

・賃金の昇給が見込めない。設計金額が安く、現場条件にもよるが利益の確保が難儀である。 

・年齢増加に伴い、労働環境や勤務時間の増加への対応が出来ない。 

・それぞれの職種の適任者がいなくなってきていて、仕事がこなせなくなり、会社がまわらなくなる

のではないかという不安。 

・年々、書類が多くて大変です。(将来出来るか不安です。) 

・若手技術者が入社しない。 

・このままの賃金では、この先、生活出来ない。 

・体力が持つか不安 

・給与が少なく、昇給が少ないので満足出来ない。 

・仕事の発注数が少ない 

・入札制度の為、工事の受注が安定しないのに全員保険加入と言ってるけど、工事がない場合、国は全

員保険をどうするのか。加入すれば払い続けなければならない。雇用主の負担、経営能力ばかりに押

しつけるのは？ 

・定年後に雇用をしてくれるか。 

・仕事の内容が難しく、私にやり通せることができるか 

・仕事の不足(今後) 

・今の会社で退職金がきちんと支払いされるのか 

・受注難 

・将来性 

・60 歳以上になった時のこと 

・後継者不足 

・社員の高齢化 

・今後、会社がやっていけるのかどうか(受注機会が減少しているため） 

・工事の減少等により現在の人員、賃金が維持されるか従業員の平均年齢が高いので今後会社の技術

力を維持できるかどうか 

・親など家族が介護が必要となった時、働くことを継続していけるかどうか 

・人間関係のストレスで将来病気になるんじゃないかと不安に思うことがある。 

・全国的に建設業の仕事不足による会社、賃金維持 

・公共事業が極端に少ないから。 

・今後、安定して仕事が続くのか?国外出張(長期)もあるのか? 

・仕事が年間を通して平均してない事。 

・年度末に仕事が集中する事。仕事が安定していない。 

・仕事量が昔に比べてかなり減っていて、建設業という業種がなくなる不安。 

・今の賃金では、不安になる。 

・会社が潰れないか。 



・仕事があるかどうか 

・仕事量の減少 

・定年後の仕事、収入 

・仕事が無くなるのではと不安です。 

・定年まで雇用してもらえるかどうか不安 

・定年まで会社が存続しているか不安 

・賃金・重労働 

・仕事量(予算)が時の（政治）状況に大きく左右され、安定したものではない 

・今の賃金だと貯金が出来ないため老後の生活不安 

・労働者全体の高齢化 

・仕事の件数が少なくなっている 

・会社の倒産 

・残業、休日出勤が当たり前の中で、自分の体や精神的についていけるか、体調をくずさないのか。 

・常に仕事があるとは、限らないところが不安。 

・景気に左右され、入札も不安定。 

・仕事がほとんど無い 

・現場代理人の責任が年々重くなり、工事を受注しても予算がなく、仕事量ばかりが増えている。 

・体力・老後・退職金・ケガ 

・仕事が無くなる 

・年金 

・将来、体、健康を崩した時、屋外の仕事が続けられるかが不安。実際、健康面を理由に（高血圧・糖

尿病）等の悪化で退職されている方も多いので。 

・年々出費が重なる中、厳しい労働環境に対して、賃金で不満に感じている事が、正直なところです。 

・企業経営のための安定した受注 

・会社存続の不安を感じる（仕事量の減少等） 

・心身の健康が続かない 

・建設業としての需要 

・建設業界の仕事が減っていて、受注できるのかとても不安である。もっと国の予算を建設業に注い

で欲しいです。 

・後継者 

・若手の担い手 

・景気の動向 

・若手が不足していて、この先この仕事をして行けるのか。 

・人材育成が出来ていなくて、技術上の問題がある。 

・建設業の仕事が不足していて、この先仕事があるのか。 

・安定していない(仕事の量) 

・若い者がいない 

・同世代がいない 

・仕事のある時、無い時の波がある 

・世間の景気に左右されている 

・仕事の有無の波がはげしい 

・体力 

・作業員の高齢化による人手不足 

・外国人労働者の使用 

・給料 

・給料が安い 

・仕事が減るかもしれないので 

・情報化施工などの高度技術に、対応出来なくなりそう 

・仕事不足 

・定年になるまで仕事があって、勤める事ができるか? 



・将来どんどん仕事が減って行くこと。 

・今までの経験を生かせる内容の仕事がない。補修、補強にシフトしている。スキルアップが必須。 

・今後の人材について。 

・県、市ともに仕事の量が少なくなっている事。 

・仕事が減少し、解雇されるのではないかと思うと心配です。 

・会社が廃業した時、次の就職先があるのか不安です。 

・公共事業が年々削減されてる中で、他産業と比較して先行きが心配です。 

・会社が存続していくのか 

・仕事の受注が不安定 

・仕事が減って行く中で競争が激しくなる。他社と競い合う中で本来の仕事とは別の要素が多くなっ

ている。 

・発注者が求める要求はオーバースペックと思えることが多い。その中で多くの仲間が心身共に病ん

でいると思う。 

・地元での仕事の減少(収入の減少) 

・人材不足での仕事量の増加(技術者の不足) 

・今勤務している会社がいつまで存続するか 

・体力的な問題と退職金が少ない事。今の仕事は専門職っぽいから､転職する際今までの経験があまり

活かせない 

・職人の高齢化による職人確保 

・勤務時間が長く、休日が極少で年齢を重ねていく上で体が持つか心配 

・県内での作業が少ない 

・賃金が労働に合わない 

・土木、建設物の老化問題 

・今後仕事があり続けるか？ 

・年金 

・家族を養っていけるか 

・仕事が減ってきている、利益が出ない、職員の高齢化 

・体力的 

・仕事量が安定しない 

・定年後の賃金 何歳まで雇用してくれるか不安 

・①若い技能者が少ない(建設業が成り立たない)②賃金が安い(発注者の発注額が少ない、特に民間）

←会社経費、利益(社員給与が低い、作業環境が厳しい割に！）③工期の改善必要(天候、世の中の仕

事量(業者の確保)等）④国、県、市町村、民における将来的にも安定した仕事量の創生、確保が必要 

・受注減少による会社の生き残り 

・直属の上司が退職した場合(定年)、更に人間関係が悪化するのではないか 

・受注量が減り、給料が下がる。 

・持病による体調管理 

・若い人が育っていかないから 

・①受注の不透明感②後継者の技量不足 

・わからないことがたくさんある 

・建設業関係の仕事の発注率の減少 

・仕事が安定してあればよいが。先が見えないので不安に思われます。 

・人員不足 

・この先仕事があるかどうか？不安定が心配 

・歳をとっても仕事を続けられるか。現在の賃金で近い将来家族を養っていけるか、など。 

・春夏秋冬で仕事の量が一定でない。一番気候がいいときに仕事が少ない。天気の悪いときに多くあ

る。一定に春･夏に多くあって欲しい。 

・技術を伝承したいと思うが、会社にその様な人材、部署がないので残念に思う（現在の会社ではその

ような技術、知識が必要ないので、しかたのないことであるが） 

・終身雇用 



・残業しても賃金もらえず。評価さえしてもらえない。 

・建設業は男尊女卑の考えが強と感じます。仕事的に仕方がないと思うが同じ事務仕事でも男性にく

らべ評価がひくいと感じます。 

・技術のある者が少ない 

・仕事先の安定 

・公共インフラがこれからも適正に維持管理出来るか？ 

・将来の人材が若干不足している 

・全て 

・今の仕事内容をいつまで続けられるか不安 

・若い人が続かない、賃金が安すぎる 

・人間関係がとても悪い、それと体がしんどい 

・給料が少ない 

・体力の衰えによる労力の低下 

・将来の仕事不足 

・業種としての先行き 

・金！！ 

・３年後に年金暮らし 

・退職金が無いこと 

・会社が将来継続する気があるのか？ 

・会社に退職金制度が無い。建退共だけでは少なすぎる。 

・仕事量 

・中小企業では、会社側の立場が一方的に強く労働者が弱い。もう少し対等な立場や強力なサポート

があっても良い。 

・ワンマン経営になっている。 

・仕事の見通し 

・仕事不足 

・会社全体の仕事量が減った事により賃金に影響するではないか? 

・雇用形態 

・安定、利益、評定点と求められてる事が多く、業務量が過多であるため、こなしていく自信を持てな

い。 

・工事量が減っており、将来が不安。 

・安定していないので 

・体力 

・年金問題 

・利益低下の進行が激しいから。 

・人手不足 

・建設業界の仕事量が不安定。それに伴い個人収入も不安定になりがち 

・金、健康 

・会社の仕事があまりない。 

・金が無いから 

・仕事量の減少 

・ケガや病気でいつ出来なくなるかもわからないので 

・年金になること 

・退職金 

・休日も仕事をしているが、賃金が低いため生活が厳しい。 

・会社の仕事が少ない。 

・昇給があるか 

・加齢による体力の低下 

・今後の賃金体制、有給休暇の確保 

・①サービス時間外多い②有給休暇を会社がくれない 



・公共投資が減り続いている。マスコミや一部政党が「公共事業=悪」みたいな事を言っているのでイ

メージが悪い。 

・この先においての仕事量が常に維持していけるのか否か 

・体力的に 

・受注高が減り、経営悪化による解雇。 

・定年まで勤められるか 

・給料 

・高温注意報や熱中症危険注意報等が出ている中での屋外作業で今でも身体に堪える状況なのに年齢

が上がっていく中で今の仕事を続けている事が肉体的にも精神的にも出来るのがどうか。 

・原価管理が厳しく残業がつけられず(残業代が出ない)給料も上がらない(責任ややる事は増える一

方) 

・現在の状況で今後発注される仕事量が安定してあるのか? 

・人材不足 

・仕事が少ない 

・技術者の不足による工事受注の減少 

・子育ての仕事の両立ができるかどうか 

・任された仕事が、他の人が全く関わってなかったりして、退職する時に引継ぎできるかどうか 

・ボーナスが安定してない 

・労働者の減少による負担増 

・仕事量の減少  

・人材不足 

・体力 

・安定して仕事があるかどうか 

・賃金安い、昇給なし、賞与なし、休み少ない、体疲れる 

・若手の人手不足 

・定年後が不安 

・退職金なし！ 

・人材育成 

・建設業の仕事が少ない。 

・新しく働く人が入ってこない。入ってもすぐ辞めてしまう。 

・仕事が少ない事。仕事単価が安いこと。 

・労働者の賃金が低い。 

・賃金は向上するか 

・残業が多くなりがち 

・土曜日が会社規定の休日でも出勤しなくてはならなことがほとんど 

・退職金が不足 

・設計単価が上がっても給料が上がらないこと 

・会社の存続 

・年ごとに体力が無くなる為不安 

・この会社で、歳をとっても肉体労働ができるか。 

・退職金が足りない。 

・収入面 

・仕事量が減ってきている。会社がなくならないか不安 

・仕事を教えてくれる先輩職人が減る中で自分がその立場になったときにこなせるかという不安はあ

る。 

・人材不足、若い人が少ない 

・今の賃金でもし家庭を持った場合、家族を養えない 

・体力的に 

・会社がつぶれそう 

・建設業界は常に不安と隣り合わせ 



・勤め先が無い事 

・公共工事の受注数や工事金額等により会社の売上に左右されるので、工事数の減少等により、不安

定な面がある。 

・公共工事が少なくなる中、会社の経営が不安。 

・賃金は上がるのか。 

・公共工事の受注率が下がる事 

・賃金アップ 

・退職後の生活 

・貯蓄する余裕があまりないので、将来の生活が不安。 

・仕事が段々とすくなくなっているため、いつまで仕事を続けていけるかが不安。 

・仕事があるのか？ 

・人材不足 

・春先、仕事の量が減るため 

・休日が増えること 

・年齢的にいつまで続けられるか不安 

・公共工事が減少しているので 

・仕事があるとき無いときが年々増えていくように思える 

・県内公共事業の減少 

・賃金、年金、退職金 

・仕事の減少、収入減、会社の人材育成を行わない為のベテランの負担。現代土木の仕事内容のこまか

さの為、会社は若手を使って利益を得られない。この現状では若者は育たない。 

・賃金の面 

・老後のこと 

・将来家族を養うことができるか(賃金) 

・年金について 

・若手の人不足(特に重機オペレーター) 

・若い人達は土曜、休日等は学校では休んでおり繁忙期も仕事に出たがらない。しかるとすぐに辞め

てしまう。若い担い手に不安を感じる。 

・若い人が入って来ないので先行き不安に思う。除雪面でも将来オペがいなくなるかと不安に思う。 

・公共工事の減少 

・今後仕事を覚えていけるかが不安です。 

・６０才をすぎてからの仕事があるのか不安。できれば働きたいが建設業の仕事があるのか 

・仕事上、資格がない現場では仕事出来ないが、欲を出して資格をとろうとする人間が少なすぎる。会

社全体でいずれ資格を持っている人が少なくなり会社の点数が少なくなり入札の点数も減り入札出

来なくなるのでは? 

・受注件数の減少 

・仕事量が減ってきている。 

・人材不足 

・仕事を受注し続けていけるか、技術者の社員を増員して育成できるか、作業員の増員、育成等に不安

があります。 

・人材不足 

・公共工事の減少 

・若い人がいない 


